
○研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育みたい幼児の姿・目指す児童の姿 

５歳児の姿 ２年生の姿 

研究の仮説 

○教職員間の連携を深め、相互理解を図ることで、幼児教育と小学校教育がより円滑に接続 

できるのではないか。 

○５歳児から小学校低学年までを連続した時期として捉えた指導計画を開発し、それに基づい

て実践を積み重ねることで、より主体的に学ぶ子どもが育つのではないか。 

研究の内容 

幼児・児童・教職員の実態 

友達と関わることを通して、学

びに向かっていく児童 

１年生の姿 

○幼幼稚園での経験が小学校 

以降の学びにつながるよ 

うにするには、どうした 

ら良いだろう。 

○小異なる園から来た子ども 

たちの様々な経験を、ど 

う小学校の学びにつなげ 

ていけば良いだろう。 

 
教職員 

○小学校ってどんなとこ

ろかな。どきどきする

な。きんちょうする

な。 

 

 

 
幼児 

○いろいろな保育園、幼稚

園、こども園から入学して

くるみんなと楽しく勉強で

きるかな。 

 

 

 
新１年生 

○幼稚園と小学校の合同研究組織による研究会等の実施 

○「５歳児から小学校低学年までを連続した時期として捉え

た指導計画」の作成と実践 

○小学校施設内に設置した「ななはけラボ」の活用計画の作

成と実践 

○幼児・児童の双方にとって効果的だと考えられる交流活動

の通年実施 

○「ななはけラボ」の環境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

○「５歳児から小学校低学年までを連続した時期として捉えた指導計画」について 

 

幼小の円滑な接続を図るための手だての一つとして、第七峡田小学校の校舎内に「ななはけラ

ボ」を設置している。幼児や児童が様々な場面でこの部屋を活用していくことを通して、教育

効果をさらに高めることをねらっている。１年間を５つの時期に分け、期ごとに幼小の教職員

が話し合い、その時期に適した環境構成をおこなっている。子どもたちが活動の中で主体的に

場作りをすることもある。これにより、幼児にとっては安心して自己を発揮し小学校への親し

みをもつ場となり、児童にとっては一層の学習効果が発揮できると期待される。 

３
年
生
以
上 

通
常
の
教
育
課
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この研究において、 ５歳児の指

導計画は、「文字・言葉」「数量・

図形」「自然」の視点で作成して

いる。小学校の教科学習におけ

る「国語」「算数」「生活」へのつ

ながりが分かりやすいと考えら

れる３点とした。幼小の教職員

双方が、幼児教育と小学校教育

のつながりを意識して指導する

ことで、幼児・児童の主体的な学

びを引き出せると捉えている。 

３
～
４
歳
児 

通
常
の
教
育
課
程 

５歳児 １，２年生 

 文字・言葉 

 数量・図形 

 自然 

上記３点の視点で作

成した指導計画をも

とに、さまざまな経

験や活動を行う。 

 国語 

 算数 

 生活 

季節や活動内容に合わせた 

柔軟な環境構成の工夫ができる 

５歳児から小学校低学年までを 
連続した時期として捉えた指導計画 


